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佐
藤
病
院

　院
長

河
合

　泰
博

か
わ
い

や
す
ひ
ろ

　明
る
い
季
節
が
巡
っ
て
参
り
ま
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
に
終
息
の
気
配

を
見
せ
ま
せ
ん
が
、皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
ど
も
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
呼
吸
器
外
科
は
、

大
迫
努
呼
吸
器
外
科
部
長
が
福
田
正
順
医
長
と

肺
が
ん
等
の
手
術
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

呼
吸
器
外
科
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、寺
田

泰
二（
て
ら
だ
や
す
じ
）医
師
を
迎
え
ま
し
た
。

　寺
田
医
師
は
昭
和
五
七
年
京
都
大
学
医
学
部

卒
業
後
、医
学
博
士
、麻
酔
科
標
榜
医
を
取
得
、

京
大
病
院
、天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院
、京
都
桂

病
院
な
ど
で
呼
吸
器
外
科
を
担
当
し
、日
本
呼

吸
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医
を
は
じ
め
数

多
く
の
資
格
を
お
持
ち
で
す
。

　乳
腺
外
科
部
長
に
は
山
内
清
明（
や
ま
う
ち

あ
き
ら
）医
師
を
迎
え
ま
し
た
。山
内
医
師
は
、

平
成
二
六
年
神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
の
医
学
博

士
で
、京
大
病
院
、香
川
大
学
医
学
部
、北
野
病

院
、奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
乳
腺

外
科
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　呼
吸
器
外
科
の
手
術
も
、ほ
と
ん
ど
の
症
例

が
、身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。乳
腺
外
科
は
術
後
の
乳
房
の
変
形
を

最
小
に
と
ど
め
る
よ
う
、整
容
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　円
熟
し
た
技
術
、経
験
を
持
つ
両
医
師
の
入
職

で
、わ
た
し
ど
も
グ
ル
ー
プ
の
肺
が
ん
や
乳
が
ん

な
ど
の
手
術
成
績
が
さ
ら
に
向
上
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　佐
藤
病
院
の
増
築
・
増
床
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。延
べ
床
面
積
は
八
割
が
た
広
く
な

り
、外
来
の
混
雑
の
ご
不
自
由
も
緩
和
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。有
床
診
療
所
三

ケ
所
の
病
床（
計
五
十
七
）の
合
併
が
み
と
め
ら

れ
、病
床
は
百
七
十
七
に
な
り
ま
す（
現
在
は
百

二
十
）。新
し
い
機
能
と
し
て
、外
来
に
小
児
科
、

乳
腺
外
科
、皮
膚
科
、透
析
室
、在
宅
サ
ー
ビ
ス

室
な
ど
を
開
設
し
ま
す
。竣
工
は
令
和
四
年
三

月
の
予
定
で
す
。

　こ
の
四
月
に
佐
藤
病
院
に
入
職
さ
れ
た

医
師
は
、乳
腺
外
科
の
山
内
清
明
先
生
、

呼
吸
器
外
科
の
寺
田
泰
二
先
生
、放
射
線

治
療
科
の
角
昭
一
郎
先
生
で
す
。

　ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
ば
か
り
で
、い
ず
れ

の
科
も
活
気
づ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。乳

腺
外
科
で
は
、専
門
医
の
山
内
先
生
が
男

山
病
院
の
専
門
医
の
松
方
先
生（
女
医
さ

ん
）と
と
も
に
、
外
科
の
清
水
先
生
と
私

を
含
め
て
美
杉
会
ブ
レ
ス
ト（
乳
腺
）セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、男
山
病
院
で
は
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

も
更
新
予
定
で
、
手
術
道
具
も
一
新
し
、

形
成
外
科
の
江
野
尻
先
生
と
と
も
に
乳

房
同
時
再
建
手
術
を
お
こ
な
い
、乳
が
ん

の
患
者
さ
ん
も
美
容
的
に
大
変
満
足
さ

れ
て
お
り
ま
す
。佐
藤
病
院
の
放
射
線
治

療
装
置
も
活
用
し
、こ
れ
か
ら
も
両
方
の

病
院
の
い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
、地
域

の
乳
腺
患
者
さ
ん
に
安
心
を
届
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

は
、な
か
な
か
送
付
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、四
月
中
に
は
当
院
で
も
職
員
に

接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す
。準
備
が
整
え

ば
一
般
の
方
へ
の
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。

当
院
に
は
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
が
あ
り

ま
す
の
で
、保
管
は
安
全
に
お
こ
な
え
ま

す
。具
体
的
に
接
種
時
期
な
ど
の
情
報
が

入
れ
ば
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
四
月
に
七
十
三
名
の
新
卒
者
が

入
職
し
ま
し
た
。
美
杉
会
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
実
習
な
ど
が
で

き
に
く
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
現

場
で
し
っ
か
り
学
ん
で
い
た
だ
い
て
、
早

く
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

美
杉
会
ブ
レ
ス
ト（
乳
腺
）

セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
外
科
と
乳
腺
外
科
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　練
達
の
医
師
二
人
を
迎
え
ま
す
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〒573-1124  枚方市養父東町65-1
TEL.072（850）8711（代）　FAX.072（868）3844

佐藤病院

●みのやま病院
〒614-8294　八幡市欽明台北4-2
Tel.075-983-1201(代)
●佐藤医院
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-850-7780 (代)
●佐藤クリニックまきの
〒573-1148　枚方市西牧野4-8-10
Tel.072-866-8606  
●佐藤クリニックくずは
〒573-1121　枚方市楠葉花園町12-5-3
Tel.072-864-5755 
●前川診療所  
〒573-1124　枚方市養父東町63-1
Tel.072-864-0252   
●介護老人保健施設美杉

（併設）居宅介護支援事業所・
美杉会訪問入浴センター・グループホーム
〒573-1137　枚方市西招提町2166
Tel.072-866-7111  

●有料老人ホームフィオーレ美杉
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・星ヶ丘出張所  （併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661

●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757

・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 

・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  

●特別養護老人ホーム美郷
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方市西招提町1253
Tel.072-866-7007

●小規模特別養護老人ホームくずは美郷
 〒573-1105　枚方市南楠葉1-65-25

Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方市西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075

●特別養護老人ホーム美来
（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口
（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224
・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713

●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149　枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 
・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  
●枚方市地域包括支援センター美郷会

●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ

●特別養護老人ホーム大枝美郷
デイサービス・ショートステイ・居宅介護支援事業所

〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 

〒573-0064  枚方市北中振1-8-13
Tel.072-837-3288

〒610-1151　京都市西京区大枝西長町12-25
Tel.075-366-4700

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
願
い

・ 

私
た
ち
は

　患
者
さ
ん
の
苦
痛
を

  

す
み
や
か
に
和
ら
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す

・ 

医
療
・
保
健
・
介
護
を
包
括
的
に
行
い

  

地
域
社
会
へ
貢
献
し
ま
す

・ 

常
に
向
上
へ
の
志
を
持
ち
ま
す

・ 

利
用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で

  

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

  

支
援
し
ま
す



　当
計
画
で
は
、既
存
佐
藤
病
院
の
西
側
に

五
階
建
の
増
築
棟
を
新
築
し
、外
来
拡
充
、

新
病
棟
の
増
床
、外
来
人
工
透
析
室
・
デ
イ

ケ
ア
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
門
及
び
売
店
の
新

設
等
に
よ
る
大
幅
な
機
能
向
上
を
図
り
ま

す
。な
お
増
築
工
事
と
並
行
し
て
既
存
棟
の

改
修
工
事
を
行
い
、す
べ
て
の
完
了
は
来
年

十
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

佐
藤
病
院
の
増
築
工
事
を

　
　
　
　
　
　

 

開
始
し
ま
し
た

　（
来
年
十
月
完
成
予
定
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
郷

新
館
が
完
成
い
た
し
ま
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あ
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よ
り
男
山
病
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に
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た
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ま
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た
。

　乳
が
ん
診
療
に
携
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た
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と
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う
強
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で
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師
を
目
指
し
、一
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外
科
研
修
の
の
ち
、鹿
児

島
の
相
良
病
院
、足
立
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク（
旧
沢

井
記
念
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
）副
院
長
と
し
て
多
数

の
乳
が
ん
症
例
を
執
刀
、診
断
・
治
療
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。乳
腺
専
門
医
と
し
て
、多
く
の
患

者
さ
ん
に
最
適
の
治
療
を
、患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
医
療
を
提
供
し
た
い
一
心
で
診
療
に
従
事

し
て
お
り
ま
す
。

　乳
が
ん
は
女
性
が
最
も
罹
患
し
や
す
い
が
ん

で
、今
は
十
一
人
に
ひ
と
り
の
女
性
が
乳
が
ん
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。罹
患
率
は
高
い
で
す
が
、

早
期
に
見
つ
か
れ
ば
完
治
が
可
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な
が
ん
で
あ

り
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
、定
期
的
な
乳
が
ん

検
診
が
大
切
で
す
。乳
房
に
気
に
な
る
症
状
が
あ

れ
ば
気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　四
月
一
日
、京
都
市
西
京
区
に「
特

別
養
護
老
人
ホ
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ム
大
枝
美
郷
」が

開
設
い
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し
ま
し
た
。

　当
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設
で
は
、特
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・
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ス

テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
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・
ケ
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プ
ラ
ン

セ
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タ
ー
の
四
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
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て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ー
プ
ン
に
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立
ち
開
催
い
た
し

ま
し
た
内
覧
会
に
は
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日
間
合
計

で
三
二
七
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の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。近
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の
皆
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に
も
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数

ご
来
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の
方
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の
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が
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こ
と
を
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感
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で
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も
始
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が
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は
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ら
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の
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々
に
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と
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。
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や
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濡
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と
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利
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る「
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も
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。
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で
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で
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と
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。
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は
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で
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介
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後
も
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

☆
鹿
児
島
大
学
：
二
〇
〇
八
年
卒

☆
専
門
：
乳
腺
外
科

☆
認
定
資
格
：
日
本
外
科
学
会
認
定
医
・
専
門
医

　日
本
乳
癌
学
会
認
定
医
・
専
門
医

　乳
房
再
建
用
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
／

　
　
　
　
　
　
　イ
ン
プ
ラ
ン
ト
責
任
医
師

　が
ん
治
療
認
定
医

　マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
読
影
講
習
会（
評
価
A
S
）

　乳
房
超
音
波
講
習
会（
評
価
A
）

入
社
式
を
行
い
ま
し
た

【入職者内訳】
看護師：21人／臨床検査技師：3人／理学療法士：8人／作業療法士：1人／
管理栄養士：12人／栄養士・調理師：4人／社会福祉士：1人／
介護福祉士：4人／介護員：7人／事務職員（医療事務・クラーク等）：12人

 

四
月
一
日（
木
）美
杉
会
グ
ル
ー
プ
は
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を
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し
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・
介
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の
現
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に
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も
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の
皆
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の
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て
る
よ
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を
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問
い
合
わ
せ
先
】特
養
美
郷  

事
務
室

☎
0
7
2
―
8
6
6
―
7
0
0
7

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】大
枝
美
郷 

事
務
室

☎
0
7
5
―
3
6
6
―
4
7
0
0

西館
（増築棟）

既存棟

4床室

待合スペース
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栄
養
部

栄
養
士
　
副
部
長
　
高
岡
　
慎
太
郎

た
か
お
か

し
ん
た
ろ
う

料
理
の
仕
事
が
元
気
の
源
！

四
季
折
々
の
食
事
を
提
供
し
ま
す

　栄
養
部
で
は
、楽
し
み
の
あ
る
食
事
を

基
本
に「
旬
」の
献
立
と
行
事
食
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　「
旬
」の
献
立
で
は
、
春
は
菜
の
花
・
こ

ご
み
・
た
け
の
こ
の
食
材
を
用
い
て
、天
ぷ

ら
・
煮
物
・
ご
飯
、桜
エ
ビ
と
新
玉
葱
の
白

味
噌
仕
立
て
や
か
き
揚
げ
等
の
調
理
を

し
ま
す
。
初
夏
は
、
初
鰹
そ
し
て
夏
は
鮎

と
秋
冬
へ
と
其
々
の
食
材
で
季
節
感
を
味

わ
っ
て
頂
き
ま
す
。

　行
事
食
は
、正
月
料
理
・
節
分
・
ひ
な
祭

り
・
七
夕
・
土
用
の
丑
へ
と
続
き
、行
事
食

カ
ー
ド
を
添
え
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　栄
養
部
で
は
医
療
・
介
護
二
十
一
施
設

の
厨
房
で
食
材
を
一
か
ら
仕
込
み
を
し
て

い
ま
す
。
手
作
り
の
料
理
を
管
理
栄
養

士
・
栄
養
士
・
調
理
師
が
受
け
継
い
で
い

け
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　ま
た
美
杉
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
に
、

糖
尿
病
・
減
塩
食
の
治
療
食
や
高
齢
者
の

お
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
栄
養
部
ス
タ
ッ
フ
約
一
五
◯
人
が
力

を
合
わ
せ
て
美
味
し
い
食
事
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

理
学
療
法
士
　
科
長
　
上
村
　
俊
秀

か
み
む
ら

と
し
ひ
で

コ
ロ
ナ
対
策
と
増
員
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
が
り
に
対
し
、ご

不
安
と
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　現
在
、職
員
は
皆
様
に
安
心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う「
感
染
し
な
い
、感
染

を
広
げ
な
い
」努
力
を
継
続
し
、よ
り
意
識
を
高
め
感

染
予
防
対
策
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。健
康
チ
ェ
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
、車
内
消
毒
・
利
用
者
さ
ん
の
ご
了
承
の
上

で
、利
用
者
さ
ん
ご
自
身
の
マ
ス
ク
着
用
、ま
た
ご
自
宅

で
の
手
洗
い
な
ど
を
徹
底
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
外
出
や
活
動
量
が
減
少
さ
れ

た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。身
体
に
ご
不
安
を
感
じ

ら
れ
て
い
る
方
は
、是
非
一
度
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　十
二
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、よ
り
多

く
の
利
用
者
様
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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薬
剤
部

検
査
部

わ
た
な
べ

ゆ
み
こ

検
査
の
基
礎
知
識
㉕

肺
活
量
検
査
に
つ
い
て

臨
床
検
査
技
師
　
主
任
　
渡
辺
　
有
美
子

薬
剤
部
　
成
定
　
な
の
花

な
り
さ
だ

か

花
粉
症
に
つ
い
て

　肺
活
量
検
査
は
肺
に
出
入
り
す
る
空

気
の
量
を
測
定
し
肺
の
働
き
を
調
べ
る
検

査
で
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
検
査
な
ど

で
は
肺
炎
や
肺
の
腫
瘍
な
ど
を
画
質
的
に

評
価
す
る
の
に
対
し
、
肺
機
能
検
査
は
、

今
ど
の
程
度
呼
吸
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。手
術

前
・
咳
や
痰
が
長
く
続
い
て
い
る
方
・
息

切
れ
や
喘
息
が
あ
る
方
の
呼
吸
機
能
評

価
を
行
い
ま
す
。年
々
患
者
数
が
増
加
し

て
い
る
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
）の
評
価
と
し
て
も
有
用
な

検
査
で
す
。

　肺
活
量
検
査
は
鼻
を
ク
リ
ッ
プ
で
つ
ま

ん
で
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ
え
、か
け
声

に
合
わ
せ
て
呼
吸
を
行
い
ま
す
。主
に
行

う
の
は
肺
活
量（
限
界
ま
で
息
を
吸
っ
て

限
界
ま
で
吐
き
出
し
た
時
の
量
）を
み
る

検
査
で
肺
の
容
積
が
減
少
し
て
い
な
い
か

が
わ
か
り
ま
す
。
努
力
性
肺
活
量
（
胸
一

杯
に
息
を
吸
い
込
み
一
気
に
吐
き
出
し
た

時
の
量
）を
調
べ
る
検
査
で
息
が
吐
き
に

く
く
な
っ
て
い
な
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　検
査
結
果
に
は「
肺
年
齢
」と
い
う
指

標
も
載
せ
て
い
ま
す
。検
査
を
し
た
際
は

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　花
粉
症
と
は
、特
定
の
花
粉
が
鼻
や
の
ど
、目

の
粘
膜
に
つ
い
た
と
き
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

起
こ
り
、く
し
ゃ
み
、サ
ラ
サ
ラ
し
た
鼻
水
、鼻
づ

ま
り
や
目
の
か
ゆ
み
等
の
症
状
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。症
状
が
重
く
な
る
と
、皮
膚
の
か
ゆ
み
や

頭
が
重
い
、集
中
力
の
低
下
等
の
全
身
に
様
々

な
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　花
粉
は
種
類
が
違
う
だ
け
で
一
年
中
飛
ん

で
い
ま
す
。関
西
で
は
、一
月
〜
四
月
に
ス
ギ
、

二
月
〜
四
月
に
ヒ
ノ
キ
、二
月
〜
十
一
月
に
イ

ネ
科
、八
月
下
旬
〜
十
一
月
中
旬
に
ブ
タ
ク

サ
・
ヨ
モ
ギ
の
花
粉
が
飛
散
し
て
い
ま
す
。中
で

も
日
本
で
最
も
多
い
原
因
は
約
八
割
を
占
め

る
ス
ギ
花
粉
で
す
。

　花
粉
症
に
は
治
療
薬
が
な
い
た
め
、症
状
を
和

ら
げ
る
薬
と
し
て
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
使
用
し
、

症
状
等
に
応
じ
て
内
服
薬
や
点
眼
薬
、点
鼻
薬

を
使
い
分
け
ま
す
。中
で
も
全
て
の
症
状
に
効
果

が
期
待
で
き
る
の
は
内
服
薬
で
あ
り
、主
に
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
薬
が
使
わ
れ
ま
す
。副
作
用
と
し
て
は

眠
気
や
倦
怠
感
、口
喝
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。最
近

で
は
副
作
用
の
少
な
い
薬
も
出
て
き
て
い
ま
す

が
、服
用
中
の
運
転
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

予
防
法
と
し
て
は
マ
ス
ク
・
メ
ガ
ネ
の
着
用
や
、飛

散
ピ
ー
ク
と
な
る
昼
前
か
ら
午
後
三
時
頃
は
な

る
べ
く
外
出
を
控
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

み
の
や
ま
病
院

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　外
出
自
粛
の
中
、
運
動
不
足
に
な
り
、

身
体
の
不
調
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
。当
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、外
来
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。当

院
三
階
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
て
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、午
前
九
時
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　「
肩
が
あ
が
ら
な
い
」、「
股
関
節
が
痛

い
」
等
、
身
体
の
不
調
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
障
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、一
度
当
院
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。当
院
医
師
に
よ
り
リ
ハ
ビ

リ
対
象
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
ら
、週
一
回

か
ら
週
三
回
程
度
、患
者
さ
ん
の
ご
都
合

や
身
体
状
況
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
頂
け
ま
す
。理
学
療
法
士
、作
業
療
法

士
に
よ
る
運
動
療
法
、
牽
引
や
ホ
ッ
ト

パ
ッ
ク
等
に
よ
る
物
理
療
法
を
患
者
さ
ん

の
症
状
に
合
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。

　気
に
な
る

こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お

声
か
け
く
だ

さ
い
。

外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
ご
紹
介
に
つ
い
て

は
ま
だ

な
お
き

理
学
療
法
士
　
浜
田
　
直
樹

美
杉
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

ま
き
の

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】美
杉
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
き
の

☎
０
７
２
―
８
6
7
―
0
6
0
1

スタッフルーム

車内消毒

男
山
病
院

　看
護
部

骨
粗
鬆
症
へ
の
取
り
組
み

さ
か
い

け
い
こ

看
護
師
　
主
任
　
酒
井
　
啓
子

　骨
粗
鬆
症
を
起
因
と
す
る
骨
折
は
、

健
康
寿
命
の
み
な
ら
ず
生
命
予
後
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　男
山
病
院
で
は
、
骨
粗
鬆
症
は
治
療

す
べ
き
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
O
L
S

（
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
）と
い

う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。リ
エ
ゾ
ン
と
は

連
携
と
い
う
意
味
で
、
病
院
や
施
設
等

の
多
職
種
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

活
動
で
す
。
地
域
の
骨
粗
鬆
症
患
者
さ

ん
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
事

を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　四
月
か
ら
治
療
の
窓
口
と
し
て
、
月

曜
午
後
に
骨
粗
鬆
症
外
来
が
始
ま
り
ま

し
た
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　私
の
今
後
の
目
標
は
、
骨
粗
鬆
症
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
り
、患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
一
番
近
く
で
相
談
を
聞
き
、

医
師
や
多
職
種
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る

こ
と
で
す
。
ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も

未
熟
な
私
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
立
場

に
立
っ
て
、情
報
提
供
が
出
来
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

放
射
線
部

健
康
寿
命
と
一
般
撮
影

な
か
ご
し

た
か
ゆ
き

診
療
放
射
線
技
師
　
主
任
　
中
越
　
教
介

　ロ
コ
モ（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
筋
力
が
低

下
し
、関
節
や
脊
椎
等
の
病
気
を
発
症
す
る

こ
と
で
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
、要
介
護

に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
に
な
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
、ロ
コ
モ
の
予
防
や
啓

発
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　放
射
線
検
査
に
お
い
て
一
般
撮
影
は
外
傷

疾
患
だ
け
で
は
な
く
、脊
椎
・
関
節
の
加
齢
に

よ
る
慢
性
疾
患
の
撮
影
も
多
く
、骨
密
度
検

査
で
は
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク
が

わ
か
り
ま
す
。経
時
的
に
み
て
も
わ
か
る
よ
う

に
再
現
性
の
良
い
検
査
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　当
院
の
一
般
撮
影
で
は
昨
年
三
月
よ
り
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
社
の
A
e
r
o
D
R
を
導
入

し
、従
来
の
も
の
に
比
べ
低
線
量
で
高
解
像
能

に
よ
る
描
出
が
可
能
で
す
。ま
た
骨
密
度
検

査
測
定
装
置
の
日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
社

D
S
C

－

9
0
0
は
、お
よ
そ
十
分
の
検
査

時
間
で
腰
椎
と
股
関
節
を
測
定
し
、よ
り
正

確
な
骨
密
度
が
計
測
可
能
で
す
。

　私
た
ち
放
射
線
部
で
は
、こ
の
よ
う
な
医

療
機
器
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
日
々

努
め
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
た
め
、当
法
人
施
設
で
の
面
会

は
原
則
禁
止
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
各
施
設
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ア
プ
リ（
Z
O
O
M
等
）を
使

用
し
て
、
患
者
さ
ん
・
入
居
者
さ
ん

と
の
リ
モ
ー
ト
面
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
各
事
務
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　令
和
三
年
四
月
一
日
を
も
ち
ま
し

て
、
医
療
法
人
美
盛
会
は
解
散
し
、

社
会
医
療
法
人
美
杉
会
が
す
べ
て
の

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継
ぐ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　サ
ー
ビ
ス
内
容
や
連
絡
先
等
に
特

段
の
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。こ
れ

か
ら
も
、よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

面
会
制
限
・
リ
モ
ー
ト
面
会

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

法
人
合
併
の
お
知
ら
せ



栄
養
部

栄
養
士
　
副
部
長
　
高
岡
　
慎
太
郎

た
か
お
か

し
ん
た
ろ
う

料
理
の
仕
事
が
元
気
の
源
！

四
季
折
々
の
食
事
を
提
供
し
ま
す

　栄
養
部
で
は
、楽
し
み
の
あ
る
食
事
を

基
本
に「
旬
」の
献
立
と
行
事
食
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　「
旬
」の
献
立
で
は
、
春
は
菜
の
花
・
こ

ご
み
・
た
け
の
こ
の
食
材
を
用
い
て
、天
ぷ

ら
・
煮
物
・
ご
飯
、桜
エ
ビ
と
新
玉
葱
の
白

味
噌
仕
立
て
や
か
き
揚
げ
等
の
調
理
を

し
ま
す
。
初
夏
は
、
初
鰹
そ
し
て
夏
は
鮎

と
秋
冬
へ
と
其
々
の
食
材
で
季
節
感
を
味

わ
っ
て
頂
き
ま
す
。

　行
事
食
は
、正
月
料
理
・
節
分
・
ひ
な
祭

り
・
七
夕
・
土
用
の
丑
へ
と
続
き
、行
事
食

カ
ー
ド
を
添
え
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　栄
養
部
で
は
医
療
・
介
護
二
十
一
施
設

の
厨
房
で
食
材
を
一
か
ら
仕
込
み
を
し
て

い
ま
す
。
手
作
り
の
料
理
を
管
理
栄
養

士
・
栄
養
士
・
調
理
師
が
受
け
継
い
で
い

け
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　ま
た
美
杉
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
に
、

糖
尿
病
・
減
塩
食
の
治
療
食
や
高
齢
者
の

お
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
栄
養
部
ス
タ
ッ
フ
約
一
五
◯
人
が
力

を
合
わ
せ
て
美
味
し
い
食
事
の
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

理
学
療
法
士
　
科
長
　
上
村
　
俊
秀

か
み
む
ら

と
し
ひ
で

コ
ロ
ナ
対
策
と
増
員
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
が
り
に
対
し
、ご

不
安
と
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　現
在
、職
員
は
皆
様
に
安
心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う「
感
染
し
な
い
、感
染

を
広
げ
な
い
」努
力
を
継
続
し
、よ
り
意
識
を
高
め
感

染
予
防
対
策
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。健
康
チ
ェ
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
、車
内
消
毒
・
利
用
者
さ
ん
の
ご
了
承
の
上

で
、利
用
者
さ
ん
ご
自
身
の
マ
ス
ク
着
用
、ま
た
ご
自
宅

で
の
手
洗
い
な
ど
を
徹
底
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
外
出
や
活
動
量
が
減
少
さ
れ

た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。身
体
に
ご
不
安
を
感
じ

ら
れ
て
い
る
方
は
、是
非
一
度
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　十
二
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、よ
り
多

く
の
利
用
者
様
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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薬
剤
部

検
査
部

わ
た
な
べ

ゆ
み
こ

検
査
の
基
礎
知
識
㉕

肺
活
量
検
査
に
つ
い
て

臨
床
検
査
技
師
　
主
任
　
渡
辺
　
有
美
子

薬
剤
部
　
成
定
　
な
の
花

な
り
さ
だ

か

花
粉
症
に
つ
い
て

　肺
活
量
検
査
は
肺
に
出
入
り
す
る
空

気
の
量
を
測
定
し
肺
の
働
き
を
調
べ
る
検

査
で
す
。レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
検
査
な
ど

で
は
肺
炎
や
肺
の
腫
瘍
な
ど
を
画
質
的
に

評
価
す
る
の
に
対
し
、
肺
機
能
検
査
は
、

今
ど
の
程
度
呼
吸
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。手
術

前
・
咳
や
痰
が
長
く
続
い
て
い
る
方
・
息

切
れ
や
喘
息
が
あ
る
方
の
呼
吸
機
能
評

価
を
行
い
ま
す
。年
々
患
者
数
が
増
加
し

て
い
る
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
）の
評
価
と
し
て
も
有
用
な

検
査
で
す
。

　肺
活
量
検
査
は
鼻
を
ク
リ
ッ
プ
で
つ
ま

ん
で
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ
え
、か
け
声

に
合
わ
せ
て
呼
吸
を
行
い
ま
す
。主
に
行

う
の
は
肺
活
量（
限
界
ま
で
息
を
吸
っ
て

限
界
ま
で
吐
き
出
し
た
時
の
量
）を
み
る

検
査
で
肺
の
容
積
が
減
少
し
て
い
な
い
か

が
わ
か
り
ま
す
。
努
力
性
肺
活
量
（
胸
一

杯
に
息
を
吸
い
込
み
一
気
に
吐
き
出
し
た

時
の
量
）を
調
べ
る
検
査
で
息
が
吐
き
に

く
く
な
っ
て
い
な
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　検
査
結
果
に
は「
肺
年
齢
」と
い
う
指

標
も
載
せ
て
い
ま
す
。検
査
を
し
た
際
は

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　花
粉
症
と
は
、特
定
の
花
粉
が
鼻
や
の
ど
、目

の
粘
膜
に
つ
い
た
と
き
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

起
こ
り
、く
し
ゃ
み
、サ
ラ
サ
ラ
し
た
鼻
水
、鼻
づ

ま
り
や
目
の
か
ゆ
み
等
の
症
状
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。症
状
が
重
く
な
る
と
、皮
膚
の
か
ゆ
み
や

頭
が
重
い
、集
中
力
の
低
下
等
の
全
身
に
様
々

な
症
状
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　花
粉
は
種
類
が
違
う
だ
け
で
一
年
中
飛
ん

で
い
ま
す
。関
西
で
は
、一
月
〜
四
月
に
ス
ギ
、

二
月
〜
四
月
に
ヒ
ノ
キ
、二
月
〜
十
一
月
に
イ

ネ
科
、八
月
下
旬
〜
十
一
月
中
旬
に
ブ
タ
ク

サ
・
ヨ
モ
ギ
の
花
粉
が
飛
散
し
て
い
ま
す
。中
で

も
日
本
で
最
も
多
い
原
因
は
約
八
割
を
占
め

る
ス
ギ
花
粉
で
す
。

　花
粉
症
に
は
治
療
薬
が
な
い
た
め
、症
状
を
和

ら
げ
る
薬
と
し
て
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
使
用
し
、

症
状
等
に
応
じ
て
内
服
薬
や
点
眼
薬
、点
鼻
薬

を
使
い
分
け
ま
す
。中
で
も
全
て
の
症
状
に
効
果

が
期
待
で
き
る
の
は
内
服
薬
で
あ
り
、主
に
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
薬
が
使
わ
れ
ま
す
。副
作
用
と
し
て
は

眠
気
や
倦
怠
感
、口
喝
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。最
近

で
は
副
作
用
の
少
な
い
薬
も
出
て
き
て
い
ま
す

が
、服
用
中
の
運
転
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

予
防
法
と
し
て
は
マ
ス
ク
・
メ
ガ
ネ
の
着
用
や
、飛

散
ピ
ー
ク
と
な
る
昼
前
か
ら
午
後
三
時
頃
は
な

る
べ
く
外
出
を
控
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

み
の
や
ま
病
院

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　外
出
自
粛
の
中
、
運
動
不
足
に
な
り
、

身
体
の
不
調
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
。当
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、外
来
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。当

院
三
階
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
て
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、午
前
九
時
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　「
肩
が
あ
が
ら
な
い
」、「
股
関
節
が
痛

い
」
等
、
身
体
の
不
調
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
障
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、一
度
当
院
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。当
院
医
師
に
よ
り
リ
ハ
ビ

リ
対
象
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
ら
、週
一
回

か
ら
週
三
回
程
度
、患
者
さ
ん
の
ご
都
合

や
身
体
状
況
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
頂
け
ま
す
。理
学
療
法
士
、作
業
療
法

士
に
よ
る
運
動
療
法
、
牽
引
や
ホ
ッ
ト

パ
ッ
ク
等
に
よ
る
物
理
療
法
を
患
者
さ
ん

の
症
状
に
合
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。

　気
に
な
る

こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お

声
か
け
く
だ

さ
い
。

外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
ご
紹
介
に
つ
い
て

は
ま
だ

な
お
き

理
学
療
法
士
　
浜
田
　
直
樹

美
杉
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

ま
き
の

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】美
杉
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
き
の

☎
０
７
２
―
８
6
7
―
0
6
0
1

スタッフルーム

車内消毒

男
山
病
院

　看
護
部

骨
粗
鬆
症
へ
の
取
り
組
み

さ
か
い

け
い
こ

看
護
師
　
主
任
　
酒
井
　
啓
子

　骨
粗
鬆
症
を
起
因
と
す
る
骨
折
は
、

健
康
寿
命
の
み
な
ら
ず
生
命
予
後
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　男
山
病
院
で
は
、
骨
粗
鬆
症
は
治
療

す
べ
き
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
O
L
S

（
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
）と
い

う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。リ
エ
ゾ
ン
と
は

連
携
と
い
う
意
味
で
、
病
院
や
施
設
等

の
多
職
種
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
患
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

活
動
で
す
。
地
域
の
骨
粗
鬆
症
患
者
さ

ん
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
事

を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　四
月
か
ら
治
療
の
窓
口
と
し
て
、
月

曜
午
後
に
骨
粗
鬆
症
外
来
が
始
ま
り
ま

し
た
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　私
の
今
後
の
目
標
は
、
骨
粗
鬆
症
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
り
、患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
一
番
近
く
で
相
談
を
聞
き
、

医
師
や
多
職
種
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る

こ
と
で
す
。
ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も

未
熟
な
私
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
立
場

に
立
っ
て
、情
報
提
供
が
出
来
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

放
射
線
部

健
康
寿
命
と
一
般
撮
影

な
か
ご
し

た
か
ゆ
き

診
療
放
射
線
技
師
　
主
任
　
中
越
　
教
介

　ロ
コ
モ（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
筋
力
が
低

下
し
、関
節
や
脊
椎
等
の
病
気
を
発
症
す
る

こ
と
で
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
、要
介
護

に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
に
な
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
、ロ
コ
モ
の
予
防
や
啓

発
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　放
射
線
検
査
に
お
い
て
一
般
撮
影
は
外
傷

疾
患
だ
け
で
は
な
く
、脊
椎
・
関
節
の
加
齢
に

よ
る
慢
性
疾
患
の
撮
影
も
多
く
、骨
密
度
検

査
で
は
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク
が

わ
か
り
ま
す
。経
時
的
に
み
て
も
わ
か
る
よ
う

に
再
現
性
の
良
い
検
査
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　当
院
の
一
般
撮
影
で
は
昨
年
三
月
よ
り
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
社
の
A
e
r
o
D
R
を
導
入

し
、従
来
の
も
の
に
比
べ
低
線
量
で
高
解
像
能

に
よ
る
描
出
が
可
能
で
す
。ま
た
骨
密
度
検

査
測
定
装
置
の
日
立
ア
ロ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
社

D
S
C

－

9
0
0
は
、お
よ
そ
十
分
の
検
査

時
間
で
腰
椎
と
股
関
節
を
測
定
し
、よ
り
正

確
な
骨
密
度
が
計
測
可
能
で
す
。

　私
た
ち
放
射
線
部
で
は
、こ
の
よ
う
な
医

療
機
器
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
日
々

努
め
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
た
め
、当
法
人
施
設
で
の
面
会

は
原
則
禁
止
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
各
施
設
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ア
プ
リ（
Z
O
O
M
等
）を
使

用
し
て
、
患
者
さ
ん
・
入
居
者
さ
ん

と
の
リ
モ
ー
ト
面
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
各
事
務
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　令
和
三
年
四
月
一
日
を
も
ち
ま
し

て
、
医
療
法
人
美
盛
会
は
解
散
し
、

社
会
医
療
法
人
美
杉
会
が
す
べ
て
の

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継
ぐ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　サ
ー
ビ
ス
内
容
や
連
絡
先
等
に
特

段
の
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。こ
れ

か
ら
も
、よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

面
会
制
限
・
リ
モ
ー
ト
面
会

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

法
人
合
併
の
お
知
ら
せ
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ど
こ
か
懐
か
し
い
、

　
　
　
　
　ほ
っ
と
す
る
場
所

生
活
相
談
員

　和
田

　奈
菜
絵

わ
だ

な
な
え

　「
こ
の
部
屋
か
ら
な
、京
阪
電
車
を
見
る
の

が
好
き
や
ね
ん
。懐
か
し
い
感
じ
が
し
て
、落

ち
着
く
ね
ん
な
ぁ
」と
、毎
週
楽
し
み
に
お
泊

り
に
来
て
く
だ
さ
る
利
用
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
当
施
設
は
枚
方
市
西
船
橋
に
あ
り
、窓
を

開
け
る
と
ク
ラ
ブ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
中
学

生
の
元
気
な
声
や
チ
ャ
イ
ム
の
音
、線
路
を

走
る
京
阪
電
車
の
音
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、裏
手
の
堤
防
沿
い
に
は
、春
に
な
る
と

満
開
の
桜
や
た
く
さ
ん
の
菜
の
花
が
咲
き
、

秋
に
は
優
し
い
虫
の
声
に
包
ま
れ
、ど
こ
か

懐
か
し
く
、ほ
っ
と
し
て
頂
け
る
場
所
か
と

思
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
等
の
ご
利
用
を
検
討
さ
れ
る
際
に

は
、料
金
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
ご
確
認

し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、施
設
の
周
辺
を
少

し
散
歩
し
て
、
音
や

空
気
を
肌
で
感
じ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。私
共
も
日
々

の
愉
し
み
が
見
つ
か

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

美
杉
会
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

介
護
福
祉
士

　小
泉

　伸
吾

こ
い
ず
み

し
ん
ご

　
ま
き
の
美
郷
発
祥
の
美
杉
会
サ
イ
ク
リ
ン

グ
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。美
杉
会
サ
イ

ク
リ
ン
グ
部
は「
明
る
く
、ゆ
る
く
、楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
」と
い
う
思
い
で
三
名
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
現
在
十
四
名
の
部
員
が
所
属
し
て

い
ま
す
。現
在
コ
ロ
ナ
で
活
動
自
粛
中
で
す
が

月
に
一
度
大
阪
、奈
良
、京
都
を
中
心
に
の
ん

び
り
と
走
っ
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
以
外
で
も
環
境
問
題
や

健
康
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、そ
う
い
う
問
題
は
自
転
車
へ
乗
れ
ば
解

決
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。あ
る
自
転
車
メ
ー

カ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
に
B
e
l
i
e
v
e
　
i
n 

B
i
k
e
s
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

B
e
l
i
e
v
e
は
信
じ
る
と
い
う
意
味
で

す
が
、そ
こ
に
i
n 

B
i
k
e
s
を
付
け
る
と

自
転
車
を
信
じ
る
で
は
な
く
、自
転
車
の
内
に

秘
め
ら
れ
た
大
き
な
可
能
性
を
信
じ
る
と
い

う
意
味
に
変
わ
り
ま
す
。排
気
ガ
ス
も
出
な

い
、運
動
不
足
や
肥
満
の
解
消
に
も
繋
が
り
腰

痛
予
防
に
も
な
り
ま
す
。当
然
密
を
避
け
コ
ロ

ナ
対
策
に
も
な

り
ま
す
。皆
さ

ん
も
ス
ト
レ
ス

解
消
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
！

心
に
花
を…

　
　〜
生
き
が
い
、喜
び
、感
動
〜

介
護
福
祉
士

　松
野

　久
代

ま
つ
の

ひ
さ
よ

　
当
施
設
で
は「
園
芸
ク
ラ
ブ
」を
立
ち
上
げ

て
三
年
に
な
り
ま
す
。利
用
者
さ
ん
と
一
年
間

を
通
し
て
花
や
野
菜
づ
く
り
に
い
き
い
き
と

楽
し
み
や
喜
び
を
感
じ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、園
芸
ク
ラ
ブ
で
は
冬
の
収
穫
に
向
け

て
大
根
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。十
月

か
ら
丹
精
こ
め
て
育
て
た
大
根
は
大
き
く
育

ち
、収
穫
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
え
た
事
で
育

て
る
楽
し
さ
や
、や
り
終
え
た
達
成
感
を
共
に

感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。た
く
さ
ん
収
穫
で

き
た
大
根
で
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
す
る

事
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
便
り
が
皆
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
、向
島
美

郷
の
畑
に
色
華
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

誇
り
み
な
さ
ん
の
心
に
も
花
を
届
け
て
い
る
で

し
ょ
う
。

　
今
年
度
も
園
芸
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
利
用
者

さ
ん
と
育
て
る
楽
し
み
、収
穫
の
喜
び
、味
わ

う
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を
と
り
つ

つ
、利
用
者
さ
ん
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
頂
け
る
内
容
を
日
々
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
外
出
が
難
し
い
中
で
、施
設
に
い
て
も
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に

施
設
内
の
壁
飾
り
等
を
紅
葉
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
季
節
に
応
じ
た
も
の
に
定
期
的
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

　
感
染
対
策
を
と
り
つ
つ
、利
用
者
さ
ん
に
喜

ん
で
頂
け
る
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、今
年

初
め
て「
焼
き
芋
作
り
」と
い
う
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
三
密
を
避
け
る
為
に
、お
一
人
様
ず
つ
順
番

に
焼
き
加
減
を
見
て
、焼
き
あ
が
っ
た
芋
を
お

や
つ
と
し
て
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
は「
焼
き
芋
す
る
の
は
い

つ
以
来
か
し
ら
。

と
っ
て
も
美
味
し

い
」と
い
う
お
声

も
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安

心
し
て
楽
し
ん
で

頂
け
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

き

き
よ
ひ
と

福
祉
用
具
に
つ
い
て
の
取
組
み

介
護
福
祉
士

　喜

　清
仁

　
当
施
設
開
設
時
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
高
い

入
居
者
さ
ん
が
比
較
的
多
く
、
福
祉

用
具
の
事
を
考
え
た
り
意
識
す
る
事

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。

　
入
居
者
さ
ん
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
除
々
に

下
が
り
は
じ
め
、
三
年
目
頃
よ
り
福
祉

用
具
の
導
入
が
少
し
ず
つ
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
使
用
方
法
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
、
使
用
し
な
い
方
が
業
務

が
早
く
進
む
等
の
理
由
で
使
用
率
が

低
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
い
ざ
、
腰
痛
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
実
施
す
る
と
、
腰
痛
の
方
や
腰
に
不

安
を
持
っ
た
方
の
人
数
が
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
腰
痛
や
福

祉
用
具
等
の
講
習
が
満
足
に
実
施
出

来
て
い
な
い
状
態
で
す
が
、
安
全
衛
生

委
員
の
協
力
の
も
と
、
腰
痛
予
防
の
重

要
性
や
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
を
伝

達
す
る
こ
と
で
、
施
設
全
体
で
福
祉
用

具
へ
の
意
識
・
活
用
を
高
め
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
入

居
者
さ
ん
を
守
る
た
め
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム  

フ
ィ
オ
ー
レ
美
杉

福
祉
用
具
の
活
用
と

　
　
　促
進
の
た
め
の
取
り
組
み

介
護
福
祉
士

　伊
藤

　実

い
と
う

み
の
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
当
施
設
で
は
、様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
に
来
所
さ
れ
た
際
の
、検
温
と
手

指
消
毒
の
実
施
、利
用
者
さ
ん
職
員
共
に

マ
ス
ク
の
徹
底
、リ
ハ
ビ
リ
ベ
ッ
ド
、物
量

器
具
、テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
等
の
消
毒
の
徹

底
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、利
用
者
さ
ん
の
使
用
さ
れ
る
各

テ
ー
ブ
ル
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
飛

沫
感
染
の
対
策
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
は
、密
接
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
、脳
ト
レ
や
体
操
な

ど
を
行
い
利
用
者
さ
ん
に
少
し
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。利
用
者
さ
ん
か
ら
も「
い
つ
も
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
油
断
の
な
ら
な
い
時
期
で
す

が
、
利
用
者
さ

ん
に
安
心
し
て

当
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
え
る

よ
う
職
員
一
同

協
力
し
感
染
対

策
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　森
岡

　悠

も
り
お
か

ゆ
う

自
立
支
援
を
目
指
し
て

介
護
福
祉
士

　西
峰

　英
三

に
し
み
ね

え
い
ぞ
う

　
お
食
事
以
外
は
ベ
ッ
ド
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
が
い
ま
し
た

が
、ヘ
ル
パ
ー
を
導
入
さ
れ
、
生
活
全
般

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
導
入
時
は
、身
の
回
り
の
事

も
ご
自
身
で
は
行
え
な
い
状
態
で
し
た

が
、日
々
の
声
か
け
や
ケ
ア
に
よ
り
一
緒

に
買
物
に
行
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

洗
濯
物
を
た
た
ん
で
下
さ
っ
た
り
と
少

し
ず
つ
で
す
が
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
出

て
来
ま
し
た
。

　
お
食
事
も
朝
、昼
、夕
と
規
則
正
し
く

召
し
上
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、生
活
リ

ズ
ム
の
改
善
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。今
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
も
行
か
れ
、
他
者

と
の
交
流
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、日
常
生
活
の
中
で
、利
用
者
さ

ん
が
行
え
る
事
を
一
緒
に
探
し
、残
存
機

能
を
活
か
す
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
支
援
で
も「
残
存
機
能
」、「
自

立
支
援
」に
着
目
し
、
そ
の
人
ら
し
い
在

宅
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
職
員
一

同
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

も
と
や
ま

ひ
さ
ひ
ろ

介
護
福
祉
士

　本
山

　久
裕

　
当
施
設
で
は
、安
全
衛
生
委
員
会
を
中

心
に
福
祉
用
具
の
活
用
と
促
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
用
具
は
、利
用
者
さ
ん
を
安
心
・

安
全
に
介
助
す
る
た
め
、
ま
た
、
職
員
の

身
体
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
使
用
し

ま
す
。福
祉
用
具
の
正
し
い
使
い
方
を
習

得
す
る
こ
と
で
よ
り
安
全
な
介
助
か
つ
介

助
者
の
身
体
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。導
入
当
初
は
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て

「
こ
ん
な
も
の
で
身
体
の
負
担
が
軽
減
で

き
る
の
」「
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」と
な

か
な
か
定
着
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、施

設
内
で
研
修
・
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

徐
々
に
使
用
の
頻
度
が
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。利
用
者
さ
ん
か
ら
も
職
員
か
ら
も

「
身
体
が
楽
や
わ
」「
介
助
後
の
身
体
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」「
も
っ
と

使
用
し
た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
福
祉
用
具
を

取
り
入
れ
、
利
用
者
さ
ん
・
職
員
と
も
に

健
康
な
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ま
き
の

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　ま
き
の
美
郷

フ
ル
ー
ル
長
尾 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

く
ず
は
西
美
郷

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

か
た
の
美
来
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ど
こ
か
懐
か
し
い
、

　
　
　
　
　ほ
っ
と
す
る
場
所

生
活
相
談
員

　和
田

　奈
菜
絵

わ
だ

な
な
え

　「
こ
の
部
屋
か
ら
な
、京
阪
電
車
を
見
る
の

が
好
き
や
ね
ん
。懐
か
し
い
感
じ
が
し
て
、落

ち
着
く
ね
ん
な
ぁ
」と
、毎
週
楽
し
み
に
お
泊

り
に
来
て
く
だ
さ
る
利
用
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
当
施
設
は
枚
方
市
西
船
橋
に
あ
り
、窓
を

開
け
る
と
ク
ラ
ブ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
中
学

生
の
元
気
な
声
や
チ
ャ
イ
ム
の
音
、線
路
を

走
る
京
阪
電
車
の
音
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、裏
手
の
堤
防
沿
い
に
は
、春
に
な
る
と

満
開
の
桜
や
た
く
さ
ん
の
菜
の
花
が
咲
き
、

秋
に
は
優
し
い
虫
の
声
に
包
ま
れ
、ど
こ
か

懐
か
し
く
、ほ
っ
と
し
て
頂
け
る
場
所
か
と

思
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
等
の
ご
利
用
を
検
討
さ
れ
る
際
に

は
、料
金
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
ご
確
認

し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、施
設
の
周
辺
を
少

し
散
歩
し
て
、
音
や

空
気
を
肌
で
感
じ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。私
共
も
日
々

の
愉
し
み
が
見
つ
か

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

美
杉
会
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

介
護
福
祉
士

　小
泉

　伸
吾

こ
い
ず
み

し
ん
ご

　
ま
き
の
美
郷
発
祥
の
美
杉
会
サ
イ
ク
リ
ン

グ
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。美
杉
会
サ
イ

ク
リ
ン
グ
部
は「
明
る
く
、ゆ
る
く
、楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
」と
い
う
思
い
で
三
名
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
現
在
十
四
名
の
部
員
が
所
属
し
て

い
ま
す
。現
在
コ
ロ
ナ
で
活
動
自
粛
中
で
す
が

月
に
一
度
大
阪
、奈
良
、京
都
を
中
心
に
の
ん

び
り
と
走
っ
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
以
外
で
も
環
境
問
題
や

健
康
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、そ
う
い
う
問
題
は
自
転
車
へ
乗
れ
ば
解

決
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。あ
る
自
転
車
メ
ー

カ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
に
B
e
l
i
e
v
e
　
i
n 

B
i
k
e
s
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

B
e
l
i
e
v
e
は
信
じ
る
と
い
う
意
味
で

す
が
、そ
こ
に
i
n 

B
i
k
e
s
を
付
け
る
と

自
転
車
を
信
じ
る
で
は
な
く
、自
転
車
の
内
に

秘
め
ら
れ
た
大
き
な
可
能
性
を
信
じ
る
と
い

う
意
味
に
変
わ
り
ま
す
。排
気
ガ
ス
も
出
な

い
、運
動
不
足
や
肥
満
の
解
消
に
も
繋
が
り
腰

痛
予
防
に
も
な
り
ま
す
。当
然
密
を
避
け
コ
ロ

ナ
対
策
に
も
な

り
ま
す
。皆
さ

ん
も
ス
ト
レ
ス

解
消
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
！

心
に
花
を…

　
　〜
生
き
が
い
、喜
び
、感
動
〜

介
護
福
祉
士

　松
野

　久
代

ま
つ
の

ひ
さ
よ

　
当
施
設
で
は「
園
芸
ク
ラ
ブ
」を
立
ち
上
げ

て
三
年
に
な
り
ま
す
。利
用
者
さ
ん
と
一
年
間

を
通
し
て
花
や
野
菜
づ
く
り
に
い
き
い
き
と

楽
し
み
や
喜
び
を
感
じ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、園
芸
ク
ラ
ブ
で
は
冬
の
収
穫
に
向
け

て
大
根
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。十
月

か
ら
丹
精
こ
め
て
育
て
た
大
根
は
大
き
く
育

ち
、収
穫
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
え
た
事
で
育

て
る
楽
し
さ
や
、や
り
終
え
た
達
成
感
を
共
に

感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。た
く
さ
ん
収
穫
で

き
た
大
根
で
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
す
る

事
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
便
り
が
皆
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
、向
島
美

郷
の
畑
に
色
華
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

誇
り
み
な
さ
ん
の
心
に
も
花
を
届
け
て
い
る
で

し
ょ
う
。

　
今
年
度
も
園
芸
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
利
用
者

さ
ん
と
育
て
る
楽
し
み
、収
穫
の
喜
び
、味
わ

う
感
動
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を
と
り
つ

つ
、利
用
者
さ
ん
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
頂
け
る
内
容
を
日
々
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
外
出
が
難
し
い
中
で
、施
設
に
い
て
も
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に

施
設
内
の
壁
飾
り
等
を
紅
葉
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
季
節
に
応
じ
た
も
の
に
定
期
的
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

　
感
染
対
策
を
と
り
つ
つ
、利
用
者
さ
ん
に
喜

ん
で
頂
け
る
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、今
年

初
め
て「
焼
き
芋
作
り
」と
い
う
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
三
密
を
避
け
る
為
に
、お
一
人
様
ず
つ
順
番

に
焼
き
加
減
を
見
て
、焼
き
あ
が
っ
た
芋
を
お

や
つ
と
し
て
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
は「
焼
き
芋
す
る
の
は
い

つ
以
来
か
し
ら
。

と
っ
て
も
美
味
し

い
」と
い
う
お
声

も
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安

心
し
て
楽
し
ん
で

頂
け
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

き

き
よ
ひ
と

福
祉
用
具
に
つ
い
て
の
取
組
み

介
護
福
祉
士

　喜

　清
仁

　
当
施
設
開
設
時
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
高
い

入
居
者
さ
ん
が
比
較
的
多
く
、
福
祉

用
具
の
事
を
考
え
た
り
意
識
す
る
事

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。

　
入
居
者
さ
ん
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
除
々
に

下
が
り
は
じ
め
、
三
年
目
頃
よ
り
福
祉

用
具
の
導
入
が
少
し
ず
つ
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
使
用
方
法
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
り
、
使
用
し
な
い
方
が
業
務

が
早
く
進
む
等
の
理
由
で
使
用
率
が

低
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
い
ざ
、
腰
痛
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
実
施
す
る
と
、
腰
痛
の
方
や
腰
に
不

安
を
持
っ
た
方
の
人
数
が
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
腰
痛
や
福

祉
用
具
等
の
講
習
が
満
足
に
実
施
出

来
て
い
な
い
状
態
で
す
が
、
安
全
衛
生

委
員
の
協
力
の
も
と
、
腰
痛
予
防
の
重

要
性
や
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
を
伝

達
す
る
こ
と
で
、
施
設
全
体
で
福
祉
用

具
へ
の
意
識
・
活
用
を
高
め
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
入

居
者
さ
ん
を
守
る
た
め
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム  

フ
ィ
オ
ー
レ
美
杉

福
祉
用
具
の
活
用
と

　
　
　促
進
の
た
め
の
取
り
組
み

介
護
福
祉
士

　伊
藤

　実

い
と
う

み
の
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
当
施
設
で
は
、様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
に
来
所
さ
れ
た
際
の
、検
温
と
手

指
消
毒
の
実
施
、利
用
者
さ
ん
職
員
共
に

マ
ス
ク
の
徹
底
、リ
ハ
ビ
リ
ベ
ッ
ド
、物
量

器
具
、テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
等
の
消
毒
の
徹

底
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、利
用
者
さ
ん
の
使
用
さ
れ
る
各

テ
ー
ブ
ル
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
飛

沫
感
染
の
対
策
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
は
、密
接
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
、脳
ト
レ
や
体
操
な

ど
を
行
い
利
用
者
さ
ん
に
少
し
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。利
用
者
さ
ん
か
ら
も「
い
つ
も
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
油
断
の
な
ら
な
い
時
期
で
す

が
、
利
用
者
さ

ん
に
安
心
し
て

当
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
え
る

よ
う
職
員
一
同

協
力
し
感
染
対

策
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　森
岡

　悠

も
り
お
か

ゆ
う

自
立
支
援
を
目
指
し
て

介
護
福
祉
士

　西
峰

　英
三

に
し
み
ね

え
い
ぞ
う

　
お
食
事
以
外
は
ベ
ッ
ド
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
が
い
ま
し
た

が
、ヘ
ル
パ
ー
を
導
入
さ
れ
、
生
活
全
般

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
導
入
時
は
、身
の
回
り
の
事

も
ご
自
身
で
は
行
え
な
い
状
態
で
し
た

が
、日
々
の
声
か
け
や
ケ
ア
に
よ
り
一
緒

に
買
物
に
行
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

洗
濯
物
を
た
た
ん
で
下
さ
っ
た
り
と
少

し
ず
つ
で
す
が
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
出

て
来
ま
し
た
。

　
お
食
事
も
朝
、昼
、夕
と
規
則
正
し
く

召
し
上
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、生
活
リ

ズ
ム
の
改
善
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。今
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
も
行
か
れ
、
他
者

と
の
交
流
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、日
常
生
活
の
中
で
、利
用
者
さ

ん
が
行
え
る
事
を
一
緒
に
探
し
、残
存
機

能
を
活
か
す
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
支
援
で
も「
残
存
機
能
」、「
自

立
支
援
」に
着
目
し
、
そ
の
人
ら
し
い
在

宅
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
職
員
一

同
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

も
と
や
ま

ひ
さ
ひ
ろ

介
護
福
祉
士

　本
山

　久
裕

　
当
施
設
で
は
、安
全
衛
生
委
員
会
を
中

心
に
福
祉
用
具
の
活
用
と
促
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
用
具
は
、利
用
者
さ
ん
を
安
心
・

安
全
に
介
助
す
る
た
め
、
ま
た
、
職
員
の

身
体
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
使
用
し

ま
す
。福
祉
用
具
の
正
し
い
使
い
方
を
習

得
す
る
こ
と
で
よ
り
安
全
な
介
助
か
つ
介

助
者
の
身
体
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。導
入
当
初
は
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て

「
こ
ん
な
も
の
で
身
体
の
負
担
が
軽
減
で

き
る
の
」「
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」と
な

か
な
か
定
着
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、施

設
内
で
研
修
・
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

徐
々
に
使
用
の
頻
度
が
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。利
用
者
さ
ん
か
ら
も
職
員
か
ら
も

「
身
体
が
楽
や
わ
」「
介
助
後
の
身
体
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」「
も
っ
と

使
用
し
た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
福
祉
用
具
を

取
り
入
れ
、
利
用
者
さ
ん
・
職
員
と
も
に

健
康
な
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ま
き
の

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　ま
き
の
美
郷

フ
ル
ー
ル
長
尾 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

く
ず
は
西
美
郷

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

か
た
の
美
来
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美
杉
会

（社医）

美
郷
会

（社福）

社
会
医
療
法
人
美
杉
会

五
七
三
ー
一一二
四
　枚
方
市
養
父
東
町
六
五
ー
一

電
話
　〇
七
二
ー
八
六
四
ー
一
八 

一 

一

社
会
福
祉
法
人
美
郷
会

五
七
三
ー
一一
三
七
　枚
方
市
西
招
提
町
一二
五
三

電
話
　〇
七
二
ー
八
六
六
ー
七
〇
〇
七

発　行

社
会
医
療
法
人
美
杉
会

社
会
福
祉
法
人
美
郷
会

理
事
長

佐
藤 

眞
杉

さ
と
う

ま
す
ぎ

佐
藤
病
院

　院
長

河
合

　泰
博

か
わ
い

や
す
ひ
ろ

　明
る
い
季
節
が
巡
っ
て
参
り
ま
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
に
終
息
の
気
配

を
見
せ
ま
せ
ん
が
、皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
ど
も
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
呼
吸
器
外
科
は
、

大
迫
努
呼
吸
器
外
科
部
長
が
福
田
正
順
医
長
と

肺
が
ん
等
の
手
術
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

呼
吸
器
外
科
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、寺
田

泰
二（
て
ら
だ
や
す
じ
）医
師
を
迎
え
ま
し
た
。

　寺
田
医
師
は
昭
和
五
七
年
京
都
大
学
医
学
部

卒
業
後
、医
学
博
士
、麻
酔
科
標
榜
医
を
取
得
、

京
大
病
院
、天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院
、京
都
桂

病
院
な
ど
で
呼
吸
器
外
科
を
担
当
し
、日
本
呼

吸
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医
を
は
じ
め
数

多
く
の
資
格
を
お
持
ち
で
す
。

　乳
腺
外
科
部
長
に
は
山
内
清
明（
や
ま
う
ち

あ
き
ら
）医
師
を
迎
え
ま
し
た
。山
内
医
師
は
、

平
成
二
六
年
神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
の
医
学
博

士
で
、京
大
病
院
、香
川
大
学
医
学
部
、北
野
病

院
、奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
乳
腺

外
科
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　呼
吸
器
外
科
の
手
術
も
、ほ
と
ん
ど
の
症
例

が
、身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。乳
腺
外
科
は
術
後
の
乳
房
の
変
形
を

最
小
に
と
ど
め
る
よ
う
、整
容
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　円
熟
し
た
技
術
、経
験
を
持
つ
両
医
師
の
入
職

で
、わ
た
し
ど
も
グ
ル
ー
プ
の
肺
が
ん
や
乳
が
ん

な
ど
の
手
術
成
績
が
さ
ら
に
向
上
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　佐
藤
病
院
の
増
築
・
増
床
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。延
べ
床
面
積
は
八
割
が
た
広
く
な

り
、外
来
の
混
雑
の
ご
不
自
由
も
緩
和
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。有
床
診
療
所
三

ケ
所
の
病
床（
計
五
十
七
）の
合
併
が
み
と
め
ら

れ
、病
床
は
百
七
十
七
に
な
り
ま
す（
現
在
は
百

二
十
）。新
し
い
機
能
と
し
て
、外
来
に
小
児
科
、

乳
腺
外
科
、皮
膚
科
、透
析
室
、在
宅
サ
ー
ビ
ス

室
な
ど
を
開
設
し
ま
す
。竣
工
は
令
和
四
年
三

月
の
予
定
で
す
。

　こ
の
四
月
に
佐
藤
病
院
に
入
職
さ
れ
た

医
師
は
、乳
腺
外
科
の
山
内
清
明
先
生
、

呼
吸
器
外
科
の
寺
田
泰
二
先
生
、放
射
線

治
療
科
の
角
昭
一
郎
先
生
で
す
。

　ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
ば
か
り
で
、い
ず
れ

の
科
も
活
気
づ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。乳

腺
外
科
で
は
、専
門
医
の
山
内
先
生
が
男

山
病
院
の
専
門
医
の
松
方
先
生（
女
医
さ

ん
）と
と
も
に
、
外
科
の
清
水
先
生
と
私

を
含
め
て
美
杉
会
ブ
レ
ス
ト（
乳
腺
）セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、男
山
病
院
で
は
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

も
更
新
予
定
で
、
手
術
道
具
も
一
新
し
、

形
成
外
科
の
江
野
尻
先
生
と
と
も
に
乳

房
同
時
再
建
手
術
を
お
こ
な
い
、乳
が
ん

の
患
者
さ
ん
も
美
容
的
に
大
変
満
足
さ

れ
て
お
り
ま
す
。佐
藤
病
院
の
放
射
線
治

療
装
置
も
活
用
し
、こ
れ
か
ら
も
両
方
の

病
院
の
い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
、地
域

の
乳
腺
患
者
さ
ん
に
安
心
を
届
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

は
、な
か
な
か
送
付
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、四
月
中
に
は
当
院
で
も
職
員
に

接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す
。準
備
が
整
え

ば
一
般
の
方
へ
の
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。

当
院
に
は
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
が
あ
り

ま
す
の
で
、保
管
は
安
全
に
お
こ
な
え
ま

す
。具
体
的
に
接
種
時
期
な
ど
の
情
報
が

入
れ
ば
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
四
月
に
七
十
三
名
の
新
卒
者
が

入
職
し
ま
し
た
。
美
杉
会
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
実
習
な
ど
が
で

き
に
く
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
現

場
で
し
っ
か
り
学
ん
で
い
た
だ
い
て
、
早

く
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

美
杉
会
ブ
レ
ス
ト（
乳
腺
）

セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
外
科
と
乳
腺
外
科
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　練
達
の
医
師
二
人
を
迎
え
ま
す
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http://www.misugikai.jpホームページ美杉会グループ

〒573-1124  枚方市養父東町65-1
TEL.072（850）8711（代）　FAX.072（868）3844

佐藤病院

●みのやま病院
〒614-8294　八幡市欽明台北4-2
Tel.075-983-1201(代)
●佐藤医院
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-850-7780 (代)
●佐藤クリニックまきの
〒573-1148　枚方市西牧野4-8-10
Tel.072-866-8606  
●佐藤クリニックくずは
〒573-1121　枚方市楠葉花園町12-5-3
Tel.072-864-5755 
●前川診療所  
〒573-1124　枚方市養父東町63-1
Tel.072-864-0252   
●介護老人保健施設美杉

（併設）居宅介護支援事業所・
美杉会訪問入浴センター・グループホーム
〒573-1137　枚方市西招提町2166
Tel.072-866-7111  

●有料老人ホームフィオーレ美杉
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・星ヶ丘出張所  （併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661

●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757

・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 

・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  

●特別養護老人ホーム美郷
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方市西招提町1253
Tel.072-866-7007

●小規模特別養護老人ホームくずは美郷
 〒573-1105　枚方市南楠葉1-65-25

Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方市西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075

●特別養護老人ホーム美来
（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口
（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224

・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713

●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149　枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 
・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  
●枚方市地域包括支援センター美郷会

●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ

●特別養護老人ホーム大枝美郷
デイサービス・ショートステイ・居宅介護支援事業所

〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 

〒573-0064  枚方市北中振1-8-13
Tel.072-837-3288

〒610-1151　京都市西京区大枝西長町12-25
Tel.075-366-4700

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
願
い

・ 

私
た
ち
は

　患
者
さ
ん
の
苦
痛
を

  

す
み
や
か
に
和
ら
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す

・ 

医
療
・
保
健
・
介
護
を
包
括
的
に
行
い

  

地
域
社
会
へ
貢
献
し
ま
す

・ 

常
に
向
上
へ
の
志
を
持
ち
ま
す

・ 

利
用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で

  

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

  

支
援
し
ま
す


